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１．はじめに

　地域子育て支援拠点事業のひとつである地域子育て支援センターに求められている利用者支援事業は、
「利用者支援」と「地域連携」の二つの柱で構成されている。その内、利用者支援とは、利用者の目線
に立った寄り添い型の支援で、事業の中身は、子育て家庭等から日常的に相談を受け個別のニーズ等を
把握、子育て支援に関する情報の収集・提供、子育て支援事業や保育所等の利用に当たっての助言となっ
ている。情報提供については、利用者支援事業実施要綱に「利用者支援事業の実施に当たり、教育・保
育施設や地域の子育て支援事業等に関する情報について、リーフレットその他の広告媒体を活用し、積
極的な広報・啓発活動を実施し、広くサービス対象者に周知を図るものとする」と記されており、それ
を受けて、各自治体はホームページで地域子育て支援センターを紹介し、各地域子育て支援センターは
施設独自の「通信（たより）」を発行して情報発信と利用促進の役割を果たしている。
　森ら（2022）の調査では、施設利用者が地域子育て支援センターを知ったきっかけとして、「友達や
家族に教えてもらった」が31.2％と口コミが３割を超えているが、子育て支援センターの広報媒体が
21.5％、ホームページが8.6％であるとしており、インターネットを含めた広報媒体が地域子育て支援セ
ンターの利用促進につながっていることが理解できる。また、知ったきかっけとしてSNSは０％であっ
たが、支援センターに望むことでは「SNSで子育てについての情報を発信してほしい」という回答を子
育て支援事業の参加に積極的な母親ほど求めやすいことが明らかになっており、身近なアイテムとなっ
ているSNSでより手軽に情報を得たいという保護者の心情が読み取れる。また、そのSNSを活用した情
報発信が、今後、地域子育て支援センターを利用するきっかけとなり得ると予想される。
　さらに、香崎（2012）は、子育て支援施設の存在を知らず非利用に至っている保護者が２割おり、さ
らにその情報は施設名や場所だけでなく利用方法などより詳細なものが必要とされていることを指摘し
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ている。
　そこで、今回の研究では地域子育て支援センターが発信している広報活動のなかで、利用のきっかけ
となる情報や関心の高い情報について調査し、今後の情報提供のあり方について考察したい。

２．研究の目的

　本研究では、地域子育て支援センター利用者の関心が高い情報発信について分析することで、今後の
利用促進につながる情報内容について考察し、提言する。

３．研究内容と方法

（1）対象

　　調査実施期間に、T市地域子育て支援センターを利用した保護者108名を対象とした。
（2）	調査実施期間

　　2022年12月12日～ 12月28日
（3）	調査の手続き

　　センターを訪れた利用者に、調査協力依頼文を記載したアンケート用紙を直接配布し、調査協力を
得られた利用者のみに調査の回答を求めた。これらの調査は、「新潟青陵大学短期大学部における人
を対象とする研究倫理審査チェックシート」を遵守したものであり、新潟青陵大学短期大学部研究倫
理審査委員会の承認を得て実施された。

（4）アンケート項目

　　調査項目は以下の項目である。
　　①対象者の年齢②子どもとの関係③子どもの年齢④利用頻度⑤利用のきっかけ⑥利用目的⑦地域子

育て支援センターの情報について見たことのあるも⑧地域子育て支援センターに行ってみたいと思う
情報⑨利用したことの無い地域子育て支援センターで関心のある情報⑩地域子育て支援センターから
の情報発信への要望や意見など自由回答である。

　　以下は、実際のアンケート内容である。
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４．結果

（1）対象者属性

　対象者の年齢は30歳代が60％と最も多く、次いで20歳代が22％、40歳代が８％であった。（表・図１）
　内訳は、母親が90％、祖母が10％で、父親やその他の参加はなかった。（表・図２）
　子どもの年齢は、０歳児が37％、次いで１歳児が35％で大半を占めており、その他２歳児が16％、３
歳児が６％いることから、育児休業中の母親の利用が多いと推測される。４歳児５％、５歳児２％につ
いては保育所等が休みの土日の利用者と思われる。（表・図３）
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（2）利用の頻度・きっかけ・目的

　施設の利用頻度は月に２～３回が29％、週に１回程度と月に１回程度が19％、週２回程度が16％、週
３回以上が８％で、また、初めて訪れた保護者が９％いた。（表・図４）

　利用のきっかけは、知人や家族の紹介が42％で最も多く、先行研究を裏づける結果となった。ホーム
ページ・ガイドブックが34％、子育て支援アプリが25％と自治体や施設発信の情報がきっかけとなる割
合は増えている。以前の利用者は16％で、過去の施設利用の印象が良かったことが推察できる。また、
保健師や保育士の紹介も5％おり、各専門機関の職員からの声掛けも効果があることが分かる。他の利



山　城　いつき・梨　本　竜　子18

新潟青陵大学短期大学部研究報告　第53号（2023）

用者から発信されるSNSが利用動機になった利用者も３％いた。（表・図５）

図５，利用のきっかけ

　施設利用の目的は、子どもの気分転換が63％、利用者自身の気分転換が59％と上位で、地域子育て支
援センターが母子いずれにとっても息抜きとなる場所であることが分かる。続いて、子ども同士が遊ぶ
経験が50％、広い場所で遊ぶ経験49％、家庭とは違った遊びの経験39％となっており、子どもにさまざ
まな経験をさせたいと願う保護者の思いを感じることができる。また、保護者同士の交流が37％と、子
どもだけではなく保護者にとっても同じ子育て中の保護者とかかわることが求められていることが理解
できる。イベントへ参加39％、子育て相談16％と、施設の催しへの参加という具体的な利用目的をもっ
て訪れる保護者も一定数いた。他には、子どもが昼寝でよく眠れる22％、子どものメディア視聴時間を
減らす17％、おやつをだらだら食べないため６％、冷暖房の節約６％、近隣住民への配慮２％など、外
出を目的とする利用先として地域子育て支援センターを選んでいると考えられるケースもあった。（表・
図６）
（3）情報について

　対象者が地域子育て支援センターの情報を見るものとしては、市のHPや子育て情報が61％と最も多
く、次いで市が発行する子育て支援ガイド31％、支援センター通信（たより）が22％、保育所・保健セ
ンターにあるパンフレット６％、市の広報４％となっており、見たことがないという回答が20％あった。

（表・図７）
　地域子育て支援センターに行ってみたいと思う情報については、イベント内容やその案内が73％、次
いでイベントカレンダーが73％と地域子育て支援センターで実施されているイベントに関心が高いこと
が分かる。他には、施設内のおもちゃの写真31％、施設環境・設備の写真25％、施設紹介・見取り図
24％が上位にあり、施設環境に関心が高いのは利用目的にあったように子どもにさまざまな経験をさせ
たい利用者が子どもの遊ぶ環境に関心があるのだと思われる。さらに、利用者の遊んでいる写真16％、
過去のイベント紹介13％、過去のイベント写真11％、利用者の声９％と続き他の利用者の様子や具体的
なイベント内容などが求められている。他には、親子遊びの紹介12％、子育てノウハウ・ヒント８％と
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図６，利 用 目 的

図７，見たことのある子育て支援情報
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インターネットや書籍等で様々な子育てに関するノウハウはあっても、それを身近な地域子育て支援セ
ンターに求める利用者がいることが分かる。職員の紹介・コメント６％、職員の顔写真４％は少数では
あるが、人的環境への関心もあることが分かる。最後に、特にない利用者が6％いた。（表・図８）
　最後に行ったことの無い地域子育て支援センター（非利用施設）について知りたい情報を尋ねたとこ
ろ、イベント内容・案内64％、イベントカレンダー 45％、施設内のおもちゃの写真31％、施設紹介・
見取り図25％、過去のイベント紹介20％、親子遊びの紹介17％、施設環境・設備の写真16％、利用者の
声15％、過去のイベント写真12％、子育てノウハウ・ヒント７％、職員紹介・コメント６％、職員の顔
写真３％、特になし７％であった。2－5）のすでに行ったことがある地域子育て支援センターに求める
情報と順位には大差はなかったが、イベント内容・案内と施設環境・設備の写真がいずれも10ポイント
減った。また、過去のイベントの写真が８ポイント、利用者の声が７ポイント増えた。（表９・図８）

図８，関心のある情報（利用施設・非利用施設）
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2－7）自由記述（　）内は、ポイント数

５．考察

　結果では、利用のきっかけは「知人や家族の紹介」といったいわゆる口コミが最も多く、地域や身近
な人とのつながりが施設利用につながることがわかる。また、ホームページや子育て支援ガイドなどの
きっかけが３割を超えたことからは、市町村や施設の広報活動が保護者に浸透していることがうかがえ
る。さらに、他の利用者のSNS発信が３％あったことは口頭以外の口コミがあると考えられ、それを活
用している保護者の存在も確認できた。そのため、地域子育て支援センターは、利用者に施設利用やイ
ベント参加の感想などをSNS発信するよう呼びかけることで口コミを広げることができるのではないか
と考える。
　また、自治体独自の取り組みとして導入されている「子育て支援アプリ」を利用のきっかけとする保
護者が25％いた。保護者が随時能動的に情報を手に入れずとも、一度登録することで受動的に情報を得
ることができるシステムは大きな効果を上げており、毎日の育児によって時間の無い保護者にとって効
率的で使い勝手のよい情報発信であると考える。これも、スマートフォンが身近にあり、日常的に利用
している世代の保護者にとっては有効な情報源といえよう。
　利用の目的では、「イベントの参加」が31％あったことや、自由記述においてもイベントに関する情
報や内容へのさらなる要望が散見されたことから利用者のイベントへの関心の高さがわかる。イベント
内容について、例えば、身体測定は子どもの発達や成長を知る機会であり、それをノートなどに記入す
ることで育児記録としての役割もある。また、そこに子どもの成長をともに感じ喜んでくれる職員がい
ることは、「孤育て」や「ワンオペ育児」と言われ日頃からひとりで子育てを担う保護者にとって地域
子育て支援センターで身体測定をしたいと思う理由になるのであろう。子どもの手形や足形をとるイベ
ントについても、家庭ではなかなかできないことであり、これも子どもの成長記録として価値のあるも
のとなる。また、定期的に行われることの多い誕生会やお楽しみ会は、子どもだけではなく保護者も一
緒に楽しめて息抜きとなるイベントであり、利用目的の「子どもや保護者の気分転換」の値が高いこと
に比例している。県内の地域子育て支援センター発信の「通信（たより）」を調べたところ、ほとんど
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の施設がイベントカレンダーをトップに掲載しており、利用者のニーズに応えた内容が取り入れられて
いることが分かる。
　さらに、同じイベントに関する情報であっても、非利用施設の情報では、すでに利用している施設の
情報に比べ、これから行う「イベントの内容や案内」は10ポイント減り、反対に「過去のイベント紹介」
が８ポイント増えた。これは、非利用施設においては、これから何をするのかではなく、どのように実
施されたかということに関心が高く、実施されたイベントでの参加者の反応や感想が今後の施設を利用
する際の判断材料になると思われる。そのため、イベントに関する情報は、現利用者に向けた今後のイ
ベント案内はもちろんであるが、さらに非利用者を意識し、過去のイベントの実施された様子がより具
体的にイメージできるような記事の工夫があるとよいと考える。
　利用者にとって、施設の物的環境以上に、どのような職員が存在しているかということは重要な施設
利用の促進につながると考える。「職員の紹介・コメント」からは、それぞれの職員の考え方や思いが
読み取れるため、さまざまな立場の保護者にとって共感できるコメントの職員にはぜひ直接会ってみた
いと思うであろうし、来館した際の会話のきっかけにもなるとも考える。また、「職員の紹介・コメント」
は、施設を利用する際の人的環境について知りたいということだけでなく、「子育て相談」を目的とす
る利用者にとっては、援助者がどのような人物かイメージできるような内容である。顔写真まで求める
利用者は少ないものの、それも職員や援助者を具体的に理解する役割があると考える。
　非利用施設の情報としては、「利用者の声」を求める回答が７ポイント増えており、これも口コミ情
報のひとつとしての意味があると思われる。施設利用者の声は、「通信（たより）」など各施設独自の情
報であり、保護者にとっては利用者の声から施設の様子や役割を理解できる情報である。特に、身近な
人から口コミ情報を得ることが出来ない保護者にとっては、当事者の意見は信頼できる口コミ情報にな
ると思われる。
　また、「施設内のおもちゃの画像」を求めている割合は、利用施設・非利用施設のいずれにおいても
高い値である。子どもが気に入るおもちゃ、保護者が遊ばせたいと考えるおもちゃ、家庭には無いよう
なおもちゃなど、おもちゃへの関心の理由はさまざま考えられるが、地域子育て支援センターを利用す
る子どもの年齢が主に乳幼児であるため、遊びを促進するおもちゃは欠かせないものであり保護者の関
心は高いものと推測される。特に、利用目的にある「家庭と違った遊びを経験させたい」利用者にとっ
ては、おもちゃの画像は知りたい情報のひとつと考えられる。また、初めて利用する際には、子どもの
好きなおもちゃがある施設の方が、喜んで遊ぶことが予想され長く滞在でき、出かける際はおもちゃの
画像を子どもに見せて誘うなど動機付けにも役立つと考えられる。
　利用目的が、「子どもが昼寝でよく眠れる」「子どものメディア視聴を減らす」「子どものだらだら食
いを減らす」さらに「冷暖房費の節約」「近隣住民への配慮」など外出を目的とした保護者がその行先
として地域子育て支援センターを利用しているケースでは、その施設の利点や魅力をアピールする材料
として「通信（たより）」は有効であると考える。これらの保護者は、それぞれの生活や状況にあった
地域子育て支援センターが見つかれば日常的な居場所として長く利用すると推測するため、「通信（た
より）」の情報などで通える施設の選択肢を増やすことができると考える。
　最後に、自由記述には「混雑状況」を知りたいという意見も複数あった。これは、コロナ禍で人数制
限をしている施設があり訪問したが人数オーバーのために入場できなかったり、インターネット上には
病院や飲食店などの混雑状況がリアルタイムで分かる情報もあったりと、そのようなことが影響した意
見であると考える。混雑情報からは、その日の動きを計画したり、感染リスクに配慮した行動を考えた
りすることができるため保護者にとっては有益な情報だろう。自由記述にあった「コロナ禍における開
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館時間」の要望も、より適時な情報が求められているからだと考える。これらの情報を適時に発信する
ためには、さまざまな技術や人材が必要であり課題もあるが、保護者が利用しやすい施設運営には取り
入れたい情報と考える。

６．おわりに

　知人や家族など信頼がおける人からの口コミ情報が、保護者の利用を最も促すことは以前と変化がな
かったが、自治体や地域子育て支援センター発信の子育て情報も口コミ情報のひとつとして活用された
り、身近な人からの紹介を裏付けられたりと意味があることがわかった。身近な人から地域子育てセン
ターを紹介されることのない保護者にとっても、何らかのかたちで自治体や地域子育て支援センター発
信の情報に触れることができれば利用への期待もできるだろう。
　他の利用者のSNS情報については、予想していたより見ている保護者が少なかった。現時点では、利
用者による地域子育て支援センターについてのSNS発信は少ないのかもしれない。しかし、施設側から
発信を呼びかけるような働きかけがあれば、個人のSNS発信が利用促進に貢献することが考えられる。
地域子育て支援センターを利用する保護者は、デジタルネイティブ世代が増えつつあり、情報はインター
ネットから入手することがあたりまえとなっている。インターネットの情報は大変手軽に入手でき、か
つスピーディーであり今起きた出来事を新鮮な情報として次々と届けることが可能である。育児休業中
に期間限定で地域子育て支援センターを利用している保護者が増えつつあることや、また地域子育て支
援センターが発達や成長のスピードが速い乳幼児とその保護者を主な対象としていることからも、この
スピーディーな情報源を有効に使うことは意味があると考える。
　ただし、施設側からの情報発信は一方的な発信であるため、希望する保護者には来館しなくても双方
向のやり取りができるようなシステムを取り入れれば、非利用者にとっても施設や職員を知ることがで
き安心して利用することが可能になると考える。
　また、利用者の多くは施設で実施されているイベントに関心が高いことがわかり、それについての情
報発信は利用促進に大いに役立っている。イベントカレンダーはもちろんだが、さらに詳しいイベント
内容が求められており、「過去のイベント内容」や「利用者の声」は新しい施設の利用を促進すること
もわかった。
　この度、事前に県内にある地域子育て支援センターの「通信（たより）」を調査したところ、そのほ
とんどを市町村や各施設のホームページで収集することができた。「通信（たより）」は、以前のように
紙に印刷したものを施設内で直接配布したり、保護者が立ち寄りそうな関連施設（保育施設や保健セン
ターなど）に設置し保護者が任意で持ち帰ることが出来るようにしたりすることだけではなく、ホーム
ページに掲載されたものを保護者が自宅で閲覧することが可能となり、地域子育て支援センターや関連
施設を利用しない保護者にとっても手軽にその内容を入手できるようになった。したがって、SNSやイ
ンターネット情報をうまく活用することで、今まで地域子育て支援センターを利用したことの無い保護
者の利用促進を図ることも期待できる。そのため、その内容は現在施設を利用している保護者だけでは
なく、非利用者の閲覧も意識し吟味されることが望まれる。
　自治体や地域子育て支援センターからの情報を「見たことがない」利用者が20％いること、さらにそ
の層の27％が関心のある情報は「特にない」と回答している。今回の調査は、施設利用者を対象として
いることから、これらの保護者は地域子育て支援センターの情報に関心がなくても施設を利用している
わけだが、この結果は、自治体や地域子育て支援センターからの情報に無関心で自ら情報に触れようと
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することが無い保護者が地域に存在することを示している。どのようにすれば、これらの保護者にも届
く子育て支援情報を発信できるか今後の課題として考えていきたい。
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